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フラワーパークでは開園以来、順調に入園者を増やしてきたが、ここ数年はシニアこそやや増加傾向にあるものの、一般入園者や児童・生徒は減少が続いている。これは少子化も考えられるが、施設に期待することや余暇の過ごし方が世代別に異なってきていることなども要因として考えられる。
そこで、管理課では、フラワーパークを「より広い世代が楽しめる」「より多くのお客様が満足できる」施設に再生して入園者数を増そうと、以下の2つの検討事項を取り上げ実行していく。はじめに、家族連れやシニアも楽しめるよう施設内の整備を進める。具体策として、子どもが遊べる場所やおとなが癒される場所を整備し、物品販売の準備を検討する。また、小動物の受け入れの検討も行う。これらにより、どの世代でも目的を持って施設を訪れてもらうようにする。2番目は、近隣施設との連携である。ここ数年、近隣の観光地では、ルートマップなどを作成して、訪れる人々を誘導する動きがある。それまであまり知られていなかった名所や施設に立ち寄る人々は新しいマーケットとして注目される。近隣施設との連携に必要な具体策としては、観光ルートマップの共同作成、企業など団体単位での施設利用プランの企画、合同イベントの実施を優先して検討する。





